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お知らせ 

副施設長から 研修報告 

職員紹介 クラブ活動報告 6 月に新しい職員が仲間入りしました！！ 

★施設内行事      

10月 26日（木） インフルエンザ予防接種 

  11月 15日（水） 福祉園全体連絡会 

           

今年度７月より、神明福祉園のクラブ活動が再開となりました。活動内容は、ボウリ

ングなど身体を動かす活動の「うごけ～る」と、カラオケなど音楽活動を行う「かなで

～る」となっています。うごけ～るでは、ボウリングで優勝したご利用者の方とトロフ

ィーを持って記念撮影し、１階ホール入口横に写真を掲示しています。そして、9月か

らは新たに「モルック」という競技を行っています。モルックとは、フィンランドの伝

統的なゲームを元に、大勢でも楽しめるものとして考えられたアウトドアスポーツで、

本場ヨーロッパでは世界大会も開催されています。 

引き続き、ご利用者の方々が楽しんで参加できる内容を模索し、たくさんの笑顔が見

られるよう努めていきたいと思います。  (記：齋藤) 

 

皆様、日頃より神明福祉園の運営にご理解いただき誠にありがとうございます。 

さて、今年の夏は例年以上に真夏日が続き、1994 年以来 29 年ぶりに真夏日

が観測史上の最長記録を更新しました。神明福祉園での活動で園外に外出すること

や室内で運動することがありますが、適宜、水分補給や休憩を多めにとるなどして

熱中症対策を万全に行い、活動を行わせていただきました。 

熱中症だけでなく、様々な状況で急な体調不良になることが想定できます。利用

者の皆様やご家族の皆様も、いつ何時どのような状況に陥るかわかりません。 

行政の緊急保護事業という制度があります。利用者の方が介護者が急な体調不良

等で介助等を受けられなくなった場合に、短期入所で一時的に預かる事業になりま

す。この事業において、利用者の方のご家族の体調の急変というのは、毎年一定数

発症しています。私自身もそうですが、健康な時にはあまり自分が体調が急変した

時のことは考えません。神明福祉園を利用されている方々のご家族の方で、他の福

祉サービスを利用されていない場合は、いざという時のために頻繁でなくともよい

ので、ショートステイの利用やヘルパー利用などの福祉サービスを利用して緊急時 
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神明福祉園では、感染症予防対策のために様々な研修を行っています。5月には防護服着脱訓練を行いましたが、

今回は感染症が発生した時に、施設内でまん延しないようにする手段の一つとしての“ゾーニング”対応訓練を行

いました。 

ゾーニングとは「感染の危険性のあるもの」と「感染の危険性のないもの」の場所を分けることを言います。集

団生活の場では、同じ空間にいることで感染やクラスターを起こすリスクが高まります。 

神明福祉園では、1階リラク室を待機場所（レッドゾーン）と設定し、具体的にどのように区分け（ゾーニング）

するのかを学びました。他の方との接触をできる限り少なくするために、廊下やトイレなどもはっきりとテープで

色分けをしたり、表示をしたりすること、また対応する際の注意点など確認し合うことができたと思います。 

 これから新型コロナウィルスだけではなく、インフルエンザやノロウイルス等による感染症が流行する季節にな

ってきます。利用者・職員の小さな変化を見逃さず、適切な対応ができるよう、研修・訓練を積み重ねていきたい

と考えています。ご家庭にも多々ご配慮いただく場面が出てくるかと思いますが、ご協力よろしくお願いいたしま

す。（記：小林） 

に備えられるよう検討いただければと思います。緊急時に利用いただく際に、ショートステイなどの職員が普段関

わっている方の場合、利用者の方も安心して過ごすことができます。是非この機会にいざという時のための福祉サ

ービス利用を検討していただければと存じます。今後とも神明福祉園をよろしくお願いいたします。 

（記：酒井） 

 

～information～ 

3グループ 橋本
はしもと

 秀子
ひ で こ

 非常勤支援員 

6月にあいのわ支援センターより異動して参りました、橋本秀子

と申します。利用者さんが神明福祉園で落ち着いた生活を送り、沢

山の笑顔が見られるよう、寄り添った支援を心掛けたいと思いま

す。どうぞよろしくお願い致します。 



今年は例年よりとても暑い日が多いように感じられましたが、１グループでは暑さに負けずに夏を満喫する

活動を沢山行いました！ 

 体験活動では、屋上水遊びを行いました。新しく小型のビニールプールを購入し、水に浸かる方、手足を濡

らして楽しむ方に分かれ、それぞれで楽しい時間を過ごされていました。 

調理活動では、フルーツシェイク作りを行いました。 完成品の写真を準備し、どちらが食べたいか聞き取

りを行い、選んでいただきました。2枚の写真を見比べて迷っている様子の方、すぐに写真を手に取って選ぶ

方など様々な様子が見られました。出来上がったシェイクは、皆さん美味しそうに笑顔で召し上がっており、

暑い暑い夏を楽しく過ごすことが出来ました。 （記：神野） 

 

今年の夏は暑い日が続き、普段頑張っているウォーキングの活動時間やコース等を変更しながら、夏を乗り切

りました。暑くてもウォーキングに行きたい！とご希望もあり、日陰が増えた時間帯で、各自水筒を持ちながら

短時間のウォーキングを行っています。陽が当たらない地下道では涼しさも感じる事ができました。 

その他には、トランポリンやレクリエーション、調理活動等を行い、普段とは異なる流れでも皆さん落ち着い

て過ごしており、活動を楽しんでいる様子が見られました。3 グループでは、気温や皆さんの体調を見ながら、

楽しく一生懸命に活動に取り組んだ夏となりました。  （記：神田） 

 

各グループ夏の思い出を紹介します！！ 

                                 

 

 

2グループでは、8月の調理活動で九州名物の白くまをイメージした白くま風かき氷を作りました。氷屋さん

で大きな氷を購入し、皆さんに手回しのかき氷機で氷を削る体験をして頂きました。削った氷に、練乳と牛乳の

手作りシロップと、各々好きなフルーツなど（キウイ、バナナ、パイン、みかん、ゆであずき）をトッピングし

て仕上げました。 

出来上がったかき氷をお互いに見せ合い、自分で作ったかき氷の味に思わずにんまりされる方もいらっしゃ

り、皆さんとても美味しそうに召し上がっていました。今年の夏はとても暑かったですが、その分より一層美味

しく感じることが出来たのではないかと思います。    （記：佐々木） 

年々夏の暑さが厳しくなっている様に感じますが、4 グループでは屋上での水遊びを行っています。恒例の活

動という事もあり、回を重ねる毎に利用者の方々の楽しみ方に変化が見られる様になってきました。例えば他者

に水をかけるという行為に抵抗があった方も、今では一緒に水をかけ合い楽しむ様子も見られます。その他、調

理活動ではかき氷を作りましたが、普段は早く食べる方がゆっくりと食べる姿を見ると経験を積む事の大切さを

感じます。それでも最後の一口は掻き込んでしまう様子もありますが、眉間にしわが出来ると笑いも起こり、暑

い夏を皆さんの笑顔と共に過ごす事が出来ました。 （記：木村） 


